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テンアートニからサイオステクノロジーへ
グローバル展開を目的に社名を変更
当社が社名変更する理由はふたつあります。ひとつは、

今後グローバルなビジネスを展開していくために、今年5

月、HAクラスタソフトウェア『LifeKeeper』の発売元

であるSteelEye Technology社を買収しましたが、英

語圏でも認知しやすいシンプルな名前に変更した方が得策

だと判断しました。

もうひとつは、当社は2004年8月に東証マザーズに上

場いたしましたが、その後にコーポレート・アイデンティ

ティについて見直しをいたしました。外部のコンサルタン

ト会社に社員、取引先、機関投資家、さらにはメディア関

係者などにテンアートニのアイデンティティについてヒア

リングしたところ、社名が覚えにくいという意見が少なか

らずあり昨秋頃から準備を進めました。

新社名は「Software for Innovative Open Solutions」の

頭文字を取りました。本当はこのまま「サイオス」だけにし

たかったのですが、証券関係の方から「サイオス」だけでは

一般投資家の皆さんにどんな会社なのかわかりづらいとア

ドバイスをいただいたので、技術系の会社だと一目でわか

るように「テクノロジー」をつけました。そこには、『ソフトウ

ェアテクノロジーで価値を創造し、社会に貢献する』という

メッセージを込めています。

オープンソースのノウハウを活かして
プロフェッショナルサービスを提供
オープンソースソフトウェアというと、これまではLinux

が中心でした。しかし、今はLinux以外のビジネスも世の

中で広がってきています。Sler様や大手ベンダ様も、オ

ープンソースソフトウェアのサポートビジネスを始められ

ています。その中でわれわれは、サポートサービスを提供

されている企業様のさらに裏方でサービスを提供していま

す。今後もLinuxに留まらず、オープンソースソフトウェ

ア全般で技術を提供していきたいと考えています。その意

味では、われわれのビジネスチャンスがより広がりつつあ

るという感触があります。

オープンソースソフトウェアはソフトウェア自体のライ

センス収益は見込めません。ですから『LifeKeeper』な

どを使ったシステムをSler様と一緒に構築し、プロフェッ

ショナルサービスによる収入を上げていく、これが今の戦

略です。今後は情報システムの中で、いかにオープンソー

スソフトウェアを活かせるか、われわれのノウハウを活用

してビジネスにつなげていきたいと考えています。

Webアプリケーション開発から
仮想化ビジネスまで積極的に展開
Javaを中心としたWebアプリケーションのビジネスで

は、今までお客様の基幹システムをWeb化するお手伝いを

することが多かったのです。現在では、そうした経験をも

とにしてWebアプリケーションを提供しています。そのひ

とつが、営業効率改善ソリューション『TenArtni SFA+』

です。これは、個人の力を組織力に還元し、チーム営業力

を生み出すためのWebアプリケーションです。これ以外の

製品も開発を進めており、これから一層Webアプリケーシ

ョンに力を入れていきます。Webの領域は、ビジネスモデ

ルが常に進化していますので、こうした流れを先取りした

製品開発を行っていきたいと考えています。

現在、Linuxを中心としたサーバのインフラビジネスが

全体の4分の3くらい、Javaを中心としたWebアプリケー

ションのビジネスが4分の1くらいを占めています。両分

野とも伸びているので、この比率は、今後もそれほど大き

く変わらないと思いますが、インフラからWebアプリケー

ションまで一貫してサポートできるのが当社の強みでもあ

ります。

また、英国にあるファンドマネジメント会社が、

『Windows Exchange Server』でメールシステムを運

用していたのですが、これがダウンすると業務に支障をき

たしてしまうので、最近『Windows Exchange

Server』のディザスタリカバリ環境を『LifeKeeper

Protection Suite for Microsoft Exchange』で構築

しました。4拠点で同じデータを共有し、どこかに障害が

発生しても対応できる仕組みにしています。このようにセ

キュリティの分野でもわれわれのビジネスが広がっていく

と期待しています。

IT化が進展する中で、企業内では、膨大な情報に対応す

るためにサーバのハードウェアが増え続け、管理が煩雑化

しています。ところが、個々のサーバのリソースが十分使

われているかというと、実際には非常に限られているのが

実情です。リソースを有効活用する観点からの解決策とし

て、複数のサーバを統合するサーバの仮想化ニーズが拡大

しています。『LifeKeeper』は、『VMWare』による仮想

サーバのクラスタ構成に完全対応しているので、こうした

仮想化のニーズにもお応えすることができます。

さらに今年10月には、『Virtual Linux Sustaining

Solution』の提供を開始いたしました。これは最新のハー

ドウェアでは動作保証されていない旧バージョンのLinux

ディストリビューションを、仮想化技術を用いて最新のハ

ードウェアへ移行して使えるようにするサービスです。

このように当社では、グローバルな展開を視野にビジネ

スの布石を積極的に打っています。

セキュリティのニーズに合致した
製品展開でビジネスを拡大する
大塚商会 BP事業部には、『Red Hat Enterprise

Linux』や『LifeKeeper』などで大変ご協力いただいてい

ます。今後は、J-SOX法などへの対応から、データ保全に

対するニーズが出てくると思います。ですから特に

『SteelEye Data Replication』はこれから大きなビジ

ネスになると期待しています。現在、その周辺製品の開発

も行っており、J-SOX法やセキュリティのニーズに合致し

た製品展開を考えていますので、ぜひ一緒に市場に提供し

ていただきたいと思います。

また当社は今後、グローバルにビジネスを展開していき

ます。当社が買収したSteelEye Technology社には、

Linuxカーネルの開発に携わっている技術者がおります。

Linuxカーネルの開発に貢献することが、結果的にわれわ

れのビジネスを大きく飛躍させることにつながると思いま

す。技術面だけでなく、マーケティング戦略などもワール

ドワイドで議論しており、日本を中心としたアジアと欧米

で同時にビジネス展開できる体制を整えているところです。

今後のグローバル戦略にもぜひ注目していただきたいと思

います。
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データ保全や仮想化ソリューションなど
市場ニーズを先取りしグローバルな展開へ
来年設立10周年を迎える株式会社テンア

ートニは、今年11月6日より「サイオステクノロ

ジー株式会社」に社名を変更しました。これ

まで培ったオープンソースやWebの技術的

な強みを軸に、事業対象を全世界に拡げる

積極的なビジネス戦略を掲げています。今回

の社名変更の狙いと、最新の仮想化ソリュ

ーションなどを含めた、今後のオープンソース

をベースにした具体的なビジネス展開につ

いて、同社代表取締役社長の喜多 伸夫

氏に語っていただきました。

サイオステクノロジー株式会社
代表取締役社長

喜多伸夫 氏
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現在のIT社会が直面している
課題に対処する新OSへと進化

コンピュータのハードウェアは急速

な進化を遂げている。「半導体の集積

密度は18～24ヶ月で倍増する」とい

うムーアの法則に従ってCPUの性能が

飛躍的に向上し、ストレージの容量も

大幅に増加した。同時にネットワーク

も多様化・高速化している。インターネ

ットが普及したことにより、電話や

FAXからE-mailやWebを介したコミ

ュニケーションが可能になり、ブロード

バンドによって大量の情報を高速にや

り取りできるようになった。道路にた

とえると、でこぼこ道が整備されて

高速運転が可能になった状態だ。あ

たかも高速道路に車を走らせるよう

に大量の情報がスピーディに流れる

ようになり、日々のビジネスを効率

的に行う環境が整った。

ところが、みんなが一斉に高速道

路を利用するようになると、新たな

問題が生じてきた。そのひとつが、

いわゆる情報洪水の問題だ。E-mail

などで送られてくる情報の中には必

要でないものもたくさんあるため、

自分にとって重要な情報はどれかを

ピックアップしなければいけない。

だが、限られた時間の中で必要な情

報を見つけ出すことは決して容易な

ことではない。

もうひとつの問題がセキュリティ

だ。たくさんの情報が流れはじめる

と、その中にはウイルスなどが潜んで

いる可能性も高まる。道路に車が数

台しか走っていなければ、その中から

道路交通法に違反している車を見つ

け出すことは比較的簡単だが、数多

くの車の中に紛れ込んでしまうと、

違反車輌も見つけにくくなる。それと

同じような問題が出てきている。

こうした情報洪水やセキュリティリス

クの問題を解消するために、新たに開

発されたのが、マイクロソフトの新クラ

イアントOS『Windows Vista』だ。

必要な情報をすぐに取り出して
活用できる『Windows Vista』

もともとWindowsは、Windows

95/98/MEといった9xカーネルと、

WindowsNTシリーズのNTカーネル

というふたつのラインナップで進化

を遂げてきた。2000年には、この

ふたつのラインナップが統合された

Windows2000がリリースされ、

インターネットでの高速なデータ通

信に本格的に対応する安定したOSを

実現した。OSが安定して高速に動作

することはビジネス活動では極めて

重要な要素だ。Windows2000/XP

では、その点が大幅に改善された。

そして、最先端のテクノロジーを結集

し、安定性と信頼性、高速レスポンス

がより一層向上したのが『Windows

Vista』だ。特に『Windows Vista』は、大

量の情報の中から必要な情報をすぐに取

り出せることと、セキュリティのリスクを軽

減することに主眼を置いて開発され

た。「Vista」は、日本語に直訳すると

「展望」である。そこには、広い視野で

必要な情報をすぐに取り出して活用す

るという意味が込められている。中

堅・中小企業において、PCを快適かつ

安全に活用できる環境を整えること

は、システム担当者の負担を大幅に軽

減できるメリットをもたらすはずだ。

次章でそのメリットについて述べよう。

情報の氾濫やセキュリティリスクを解消する新OS！
コンピュータやネットワークの急速な進化によって、大量の情報を高速にやり取りできるようになり、ビジ
ネスシーンは大きく様変わりした。しかし、世の中が便利になる一方で、情報の氾濫やセキュリティの問題
などが新たな課題として出てきた。マイクロソフトの新クライアントOS『Windows Vista』は、そうした課題
を解消し、大量の情報の中から必要な情報をすぐに取り出せる快適で安全なビジネス環境をもたらす。
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業 務 効 率 の 向 上
と セ キ ュ リ テ ィ
強 化 を 実 現

5年ぶりに画期的な進化を遂げた次世代クライアントOS『Windows Vista』がいよいよ登場した。企業を対象

とした『Windows Vista Enterprise』と『Windows Vista Business』は11月にリリースされたばかりだ。

基本的に前者があらゆるビジネスニーズに対応する企業向け、後者がスタンダードなビジネスニーズに対応する

企業向けとなっているが、『Windows Vista』は、中堅・中小企業を含む、あらゆる規模の企業ニーズに対応し、

これまでにない革新的な機能を数多く搭載している。情報の管理を効率的に行い、業務の生産性が向上するとと

もに、よりセキュアで信頼性の高いデスクトップ環境を提供する。さらにモバイル＆コラボレーション機能も大

幅に強化されている。販売パートナーにとっても、ユーザ企業の情報インフラの刷新を促す絶好のビジネスチャ

ンスといえるだろう。

5年ぶりに画期的な進化を遂げた

次 世 代 ク ラ イ ア ント O S

『Windows Vista』の活用法

5年ぶりに画期的な進化を遂げた

次 世 代 ク ラ イ ア ント O S

『Windows Vista』の活用法

■情報量と通信インフラの関係

情報を車、通信インフラを道路にたとえると、細い道路では車の通行も少なく遅いため、情報の取捨選択は簡単だ。
しかし、多種多様な車が大量にハイウェイを高速で移動すれば、違反車の摘発や必要な車が捉えにくくなってくる。
『Windows Vista』はこうした高速ネットワーク時代の情報とセキュリティ管理を重視したOSだ。



洗練されたインターフェイス
「Windows Aero」の先進機能

『Windows Vista』は、安定し

た な め ら か な 描 画 を 実 現 す る

「Windows Aero」という画期的な

ユーザインターフェイスを採用して

いる。従来のOSよりも表示機能がよ

り洗練されており、タイトルバーや

ウインドウ枠が半透明化されている

のが特長だ（画面1）。デスクトップ

上の片側には半透明の「サイドバー」

が表示される。これは、「ガジェット」

（小道具などの意味）と呼ばれるアプ

リケーションの実行環境で、日常業

務でよく使うアプリケーションを張

り付けてすぐに呼び出せるようにし

ておける。カレンダーなどの他、自

分で作った売上管理などのアプリケ

ーションも格納しておけるので便利

だ（画面2）。「サイドバー」が半透

明なのは、デスクトップ画面全体を

広々と見渡せるようにするための視

覚的工夫である。

また、これまでは「スタートメニ

ュー」で「すべてのプログラム」を

選ぶと、カスケード形式でアプリケ

ーションが横展開で一覧表示されて

いたが、『Windows Vista』では、

アプリケーションが縦方向に整頓さ

れた状態で見やすく表示される。これ

も、デスクトップの画面を広 と々活用

できるようにするための工夫である。

デスクトップ上でWordやExcelな

ど複数のアプリケーションを同時に

起動していると、どこのウィンドウ

にどのデータがあったかわからなく

なることがある。しかし、『Windows

Vista』では、タスクバーのアプリケー

ションにマウスのポインタを合わせる

と、それぞれのアプリケーションのサム

ネイル（縮小画像）が表示されるので、

アプリケーションの中身を瞬時に確

認できる。また、「Alt」+「Tab」キ

ーを押すと、各アプリケーションの

サムネイルを平面に並べて選択でき

る「Windows Flip」が表示される

（画面3）。さらに、「Windows」+

「Tab」キーを押すと、各アプリケー

ションのサムネイルを立体的に並べ、

キー操作でスムーズに入れ替えるこ

とができる「Flip 3D」が表示され

る（画面4）。使用するアプリケーシ

ョンを直感的に選択できるので混在

するデータをまとめる場合に非常に

便利だ。

なめらかな操作性によって
PCの作業効率がアップする

「Flip 3D」のような機能は実際

の仕事では必要ないというユーザー

もいるかもしれないが、『Windows

Vista』のユーザインターフェイス

の一番の醍醐味は、画面がなめらか

に動いてデスクトップ上での作業がス

ムーズに行えることだ。従来のOSは、

GDI（Graphic Device Interface）を

採用しているので、アプリケーション

の位置を動かす度に、デスクトップ

の画面を構成している網目状のピク

セルをすべて再描画していた。その
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ため、CPUに大きな負荷がかかり、

アプリケーションの位置をすばやく

動かすと画面がちらついたり、描画

が追いつかなくて白い枠が残ったり

してストレスを感じることがあった。

しかし、『Windows Vista』は、グ

ラフィックボードのCPUを使用する

GPU（Graphics Processing

Unit）を採用している。レイヤー構

造で透明の背景を何枚も重ねて表示

し、アプリケーションの位置を動か

すと、その部分だけが再描画される

ため、動きがなめらかでPC本体の

CPUの負荷も軽減される。長時間

PCを使用しても、画面がちらついて

目が疲れたり、ストレスを感じたり

することが少なく作業効率もアップ

する。

充実した検索機能によって
検索スピードが格段に向上

『Windows Vista』は、ファイ

ルを検索/整理する機能が大幅に向上

している。『Windows Vista』のエ

クスプローラには、便利な「インデ

ックス検索」機能が標準搭載されて

いる。「インデックス検索」とは、ア

プリケーションやファイルの情報を

「インデックスファイル」と呼ばれる

データベースにあらかじめ登録し、

検索実行時にはそのファイルの内容

を検索する機能だ。本の目次のよう

に、どこに何があるのかすぐに把握

できるため、従来のファイル検索に

比べ、検索にかかる時間が大幅に短

縮される。大量の情報の中から必要

な情報がほとんど一瞬のうちに検索

できるので極めて便利である。また、

「スタートメニュー」にも「インデッ

クス検索」機能が付加されているの

で、「スタートメニュー」の下にある

検索窓に探したいファイル名などを

入力してすばやく検索できる。

さらに、『Windows Vista』のエ

クスプローラには、検索した画像や

文書の内容をサムネイル表示する

「プレビューペイン」機能を備えてい

る。エクスプローラにビューワの機

能が搭載されているので、検索した

ファイルの内容を確認するために

WordやExcelなどをいちいち起動せ

ずに、その1ページ目の内容をすば

やく確認できるのだ。（画面5）

また、コントロールパネルのウイ

ンドウの右上にも検索窓が新たに追

加されている。コントロールパネル

で設定変更したい作業に関連するキ

ーワードを入力して検索すると、該

当するタスクが表示される。たとえ

ば、検索窓に「電源」と入力すると、

コントロールパネルの電源オプショ

ンが呼び出される。その際、「電源」

というキーワードを含むドキュメン

トは検索対象外となる。つまり、検

索する場所によってヒットする中身

が変わるのだ。というのも、コント

ロールパネルでWordなどのドキュ

メントを検索する必要性はないから

無駄な検索をしない分、検索スピー

ドも必然的に速くなる。

ある調査会社のデータによると、

1日にビジネスパーソンが必要な情

報を探すために費やす時間は約40分

あるという。その時間を『Windows

Vista』の検索機能を使って短縮す

れば、より生産性の高い業務に専念

できるようになる。

『Windows Vista』には、検索

条件を保存するための「検索フォル

ダ」も用意されており、そこに販売

パートナーが開発した業務アプリケ

ーションなどをすぐに呼び出せるよ

うに設定しておくことができる。そ

うすれば、顧客への提案活動などが

スピーディに行えるようになるので、

是非活用していただきたい。

日常業務の生産性を向上する革新的な機能を搭載！
『Windows Vista』の特長のひとつは、情報の管理を効率的に行い、業務の生産性を向上するための最新の
機能が随所に盛り込まれていることだ。従来のOSとは異なる新しいユーザインターフェイスを採用し、デスクトッ
プ全体を見渡せる環境を提供し、これまで以上に簡単で確実な操作性を実現している。また、日常業務の効率
化を実現するために、必要なファイルやアプリケーションを呼び出すための検索機能を大幅に強化している。

■『Windows Vista』の画面キャプチャ

注）各画面は『Windows Vista』ベータ版のものです

画面1 Windows Vista Aero
ウインドウを半透明にすることができ、いくつものアプリケーション
を開いている場合の操作性、視認性に優れている

画面2 ガジェットの種類
時計、カレンダーからユーザーが作成した日常的によく
使うアプリケーションも貼り付けておけるので便利

画面3 Windows フリップ
各アプリケーションを並列的に並べて選択ができる

デスクトップ画面画面5 プレビューペイン機能
書類をいちいち開かなくても、ファイル内容の1ページ目をビュ
アーで確認できるので、検索が効率的になる

画面4 Windows フリップ3D
各アプリケーションのサムネイルを立体的に表示するので、多数のフリップ
の中からすばやく探すことが可能。効率的な画面表示になっている

■『Windows Vista』最小システム要件

CPU (800MHz 以上)

512 MBのシステムメモリ

20GBのハードディスク

15GBのハードディスク空き容量

CD-ROMドライブ

DirectX 9 対応のグラフィックプロセッサ



フィッシング詐欺など
あらゆる脅威から守る

『Windows Vista』は、1400以

上のリスクモデルを想定して開発され

た非常にセキュアなOSだ。たとえば、

『Windows Vista』に標準装備されて

いる『Internet Explorer 7』には、フ

ィッシング対策が施されている。フィ

ッシングとは、オンラインショップな

どのWebサイトを偽装し、利用者のク

レジット番号などを盗み取る犯罪行

為だ。その手口は日々巧妙化し、被害

者 は 後 を 絶 た な い 。し か し 、

『Internet Explorer 7』は、ユーザー

がフィッシング詐欺を目的としたWeb

サイトにアクセスしようとすると、マイ

クロソフトが収集したフィッシングサ

イトのリストをもとに検知し、ユーザ

ー側に警告を促すメッセージを表示

する。

また、『Windows Vista』は、イン

ターネットを介して侵入を試みるハッ

カーやウイルスなどから、ユーザーの

PCを保護するファイアウォール機能

が強化された。これまでは外部から

の攻撃に対する防御のみを行ってい

たが、内部から外部への送信もコント

ロールできるようになった。これによ

り、個人情報の流出なども防止するこ

とが可能だ。さらに、ユーザーのPC

をスパイウェアから保護する新機能

「Windows Defender」も搭載されて

いる（画面6）。

安全性が大幅に向上した
ユーザーアカウント制御

現在、PCユーザーの約85％は、自

分のPCに対してあらゆる設定変更が

できるアドミニストレーション権限を

付与しているといわれている。しかし、

これはセキュリティ

のリスクを伴う危

険な行為でもあ

る。というのは、

アドミニストレー

ション権限を持っ

た状態でブラウザ

を 立 ち 上 げ て

Webサイトにアク

セスすると、その

サ イ ト か ら

ActiveXコントロ

ールなどのプログ

ラムを知らぬ間に

ダウンロードしている場合がある。そ

のときに、スパイウェアなどが勝手に

送り込まれてくる危険性もあるのだ。

しかし、『Windows Vista』は、ユー

ザーアカウント制御の機能が強化さ

れており、そうしたリスクからPCを守

ることができる。PCのシステムに影

響をおよぼすプログラムをインストー

ルしたり、システム設定に変更を加え

ようとすると、たとえユーザーがアド

ミニストレーション権限を持ってい

る場合でも、その許可を求める確認

のメッセージが必ず表示されるよう

になっている。

また、大規模企業向けの『Windows

Vista Enterprise』では、ファイルや

フォルダの暗号化に加え、ドライブの

暗号化もサポートしている。データを

暗号化しておけば、たとえノートPCを

盗まれてハードディスクを引き抜かれ

ても、第三者がデータの中身を見るこ

とはできない。

このように『Windows Vista』は、

あらゆる側面からセキュリティが強化

されている。
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万全なセキュリティ対策と快適なモバイルライフを実現！
『Windows Vista』は、Windows史上最強ともいえる多彩なセキュリティ機能を搭載している。これにより、
インターネットを介した新たな脅威として大きな社会問題となっているフィッシング対策やスパイウェア対
策なども可能になる。この他、ノートPCを利用したモバイルライフをサポートする新機能も搭載されてい
る。このため、オフィス内はもちろん、外出先でも安心して快適なビジネス活動を行うことができる。

ワイヤレスで共同作業できる
「ミーティングスペース」

『Windows Vista』は、モバイル環

境でも快適に活用できる。たとえば、

新たに搭載された「Windows ミーテ

ィングスペース」という機能を活用す

れば、ノートPCを使って他の人といつ

でも共同作業を行えるようになる。従

来のOSでも「NetMee t i ng」や

「Windows Messenger」などを利

用して、ネットワーク経由で他の人と共

同作業を行うことはできたが、

「Windows ミーティングスペース」は、

さらに大きな進化を遂げている。特筆

すべき点は、最近のノートPCに備わっ

ている無線LANのアドホックネットワ

ーク構築機能に対応しているため、ミ

ーティングする場所にLAN環境が構築

されていなかったり、あるいは、無線

LANのアクセスポイントが設置されて

いなくても、最大10人までバーチャル

ネットワーク環境を構築できることだ。

たとえば、参加者全員が『Windows

Vista』のノートPCを持っていれば、

PCのデスクトップ画面のほか、Word

やExcelなどのアプリケーションを共

有してミーティングを行うことが可能

になる。さらに、その場でミーティン

グの資料を参加者のPCに配信するこ

ともできる。従来のように、ミーティ

ングの資料をプロジェクターのスクリ

ーンに映したり、事前にプリントアウ

トして参加者に配布したりする手間も

時間も省けるので重宝する。

客先でのプレゼンなどに役立つ
便利なモバイル機能を搭載

『Windows Vista』には、ノートPC

の 設 定 変 更 を 効 率 的 に 行 え る

「Windows モビリティセンター」とい

う新機能がコントロールパネルの中

に加わった。画面の明るさ、音量、電

源プラン、無線LANのオン/オフ、外

部ディスプレイの有無といった設定変

更が簡単に行えるほか、プレゼンテ

ーションモードへの切り替え機能も

備えている。たとえば、液晶プロジェ

クターに接続したときに、スクリーン

セーバやスタンバイ設定などを無効

にしたり、普段使っている壁紙を変更

したりできる。通常は子供や趣味の

写真を壁紙にして、営業先でプレゼン

テーションするときだけ壁紙を外し

て背景を黒くすることができるので

便利だ。

また、『Windows Vista』は、スリー

プモードからの起動が速く、従来より

も消費電力を抑えられるので、ノート

PCをスリープモードにして持ち歩くと、

訪問先でもすぐに起動してプレゼンテ

ーションなどが行えるようになる。

さらに、同期機能を集中管理でき

る「同期センター」という機能も新た

に搭載されている。たとえば、ファイ

ルサーバのファイルに対してオフライ

ン使用の設定を行うと、出張などでノ

ートPCを持ち出して社内のネットワー

クから切断された状態でも、ファイル

サーバなどのデータをローカルにキ

ャッシュしておけるので、外注先でも

社内にいるときと同じ感覚でファイル

の編集作業などが行える。そして、会

社に戻ったときにネットワークにつな

げば、ファイルサーバのファイルが自動

的に更新される仕組みになっている。

その際、差分だけを上書きして同期を

取るので処理スピードも速い。

このように『Windows Vista』は、

モバイルライフをサポートする新機能

が満載されているので、営業先でのプ

レゼンテーションなどに効果的に活

用できるだろう。

以前のバージョンの Windows では、ファイル単位で同期

Windows Vista では、差分だけを上書きして同期

ネットワーク帯域幅を圧迫
スピードが遅い

メンバーの
自動検出と招待

メンバーと
ライブ画面を共有

画面の制御権を
委任

B氏
C氏 招待

画面の共有

招待
されました
         承認

承諾 制御権を要求

画面6 Windows Defender
プライバシーの侵害、コンピュータの損害などの可能性のあるプログラムをブロック

ファイルの暗号化　
Windows Rights Management Services (RMS)

ボリュームの暗号化
BitLocker ドライブ暗号化

フォルダの暗号化
暗号化ファイル システム(EFS)

■ 暗号化によるPCの保護

■ Windowsミーティングスペース ■ 同期センター
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Phase ０

Phase 1

Phase 2

Phase 3

Phase 4

日本版SOX法を
めぐる最新動向と
その対応

全社レベル統制の
可視化・評価
（IT全般統制を含む）

評価範囲の
決定・文書化

内部統制の
評価・報告

業務プロセスレベルの
内部統制の可視化・評
価（ITアプリケーション
統制を含む）

1．トップダウン型の
リスクアプローチ

「財務報告に係る内部統制の評価及

び監査の基準案」では、過大なコスト

負担にならないように「トップダウン

型のリスクアプローチ」の採用を提唱

している。企業の内外の経営環境か

らリスクの高い業務プロセスを抽出

し、効果的且つ効率的に内部統制の

評価・監査に対応しようとする考え方

である。ただ、具体的な手法は明記さ

れず、実務的にどのように対処すれば

よいのか暗中模索の状況である。先

行する米国でも、米国上場会社会計

監視審議会（PCAOB）監査基準第2

号において、この考え方を採用してい

るが、責任を過度に意識した企業や

監査人が結果的に評価範囲を拡大し

てしまったという反省点がクローズア

ップされている。

ここでは、業務プロセスを多次元分

析しながら階層的に細分化していき、

事業目的の達成を阻害する可能性の

3332

日
本
版
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
を
読
み
解
く

集中連載 日本版SOX法を読み解く

あるビジネスリスクを洗い出し、その

うち財務報告に係る重要な虚偽表示

につながる、内部統制の重要な欠陥

が存在するリスクに着目して、評価す

べき業務プロセスを絞り込んでいく構

造化分析手法を説明する（図1参照）。

構造化分析手法により、自社を取り

巻く外部環境をLevel-0、業務機能の

連鎖として自社の業務プロセスを

level-1として記述する。

Level-0,1で表現されたビジネス

モデルを鳥瞰しながら、ビジネスリス

クチェックリストを用いて、事業目的

の達成を阻害する可能性のあるビジ

ネスリスクを網羅的に洗い出す。その

うち財務報告に係る重要な虚偽表示

につながる、内部統制の重要な欠陥

が存在するリスクに着目して、評価す

べき業務機能・勘定科目を特定する

（図2参照）。

評価範囲として特定された業務機

能は、さらに階層的に細分化しLevel-

2の業務プロセスチャートに落とし込

み、財務報告に係るリスク領域を特定

し、そのリスクに対応するコントロー

ルを配置し、財務報告に係る内部統

制の有効性を評価する。財務報告リ

スクに着目して特定された勘定科目

は、評価範囲を絞り込む際に、「質的

重要性」が高い勘定科目として取り扱

われることになる。

2．範囲決定フェーズ

J-SOX法は、連結財務諸表の信頼

性に重要な影響をおよぼす業務プロ

セスを評価範囲とし、連結ベースで業

務プロセスレベルの内部統制を可視

化・評価することを求めている。

具体的には、3つのStepで内部統

制の評価範囲を絞り込んでいく（図3

参照）。まずStep1として、連結財務

諸表に対する金額的または質的に重

要な勘定科目を選定し、次にStep2

として、重要な事業拠点を選定し、最後

にStep3として、これら選定事項を

統制対象とする業務プロセスを洗い

出し、内部統制の評価範囲として決

定する。

なお、評価範囲を絞り込むステップ

に入る前に、あらかじめ評価範囲を絞

り込む際の考慮要素として、財務報告

に対する金額的または質的影響の重

要性を決定しておく必要がある。また、

全社レベルの内部統制の有効性の程

度が高い場合には、業務プロセスレ

ベルの内部統制の評価範囲を縮小す

ることができるが、逆に低い場合には、

拡大することになる。

3．評価範囲を絞り込む際の
考慮要素

経営者は、期末時点で、内部統制に

重要な欠陥が存在すると、内部統制は

有効ではないという報告をしなけれ

ばならないが、そのような報告をした

くないので、重要な欠陥を見逃すこと

がないように内部統制の評価範囲を

決定する。

では、内部統制の重要な欠陥とは

何か？

前号では、まず最初に「全社レベルの内部統制の可視化と評価」を行う必要があ
ることを解説した。いきなり「業務プロセスレベルの評価フェーズ」から作業を始
めると、重要性も考えず、端から順番にほとんどの業務プロセスを対象に膨大な作
業を行うことになってしまうからである。今号では、「全社レベルの内部統制の可
視化と評価」の結果を踏まえ、重要な業務プロセスに評価範囲を絞り込む手法につ
いて解説する。

仰星監査法人　理事代表社員／公認会計士　南　成人

1985年立命館大学経済学部卒業。仰星監査法人で監
査や株式公開指導、内部統制導入支援に従事。最近で
は、BPRで培ったノウハウを背景に、企業の日本版SOX
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評価範囲を絞り込む際の考慮要素 … 財務報告に対する金額的または質的影響の重要性の決定

Step 1　連結財務諸表の重要な勘定科目の選定

評価対象範囲の絞り込みステップ

Step 2　連結グループの重要な事業拠点の選定

Step 3　評価対象となる業務プロセスの洗い出し
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内部統制の重要な欠陥
‖

財務報告に重要な影響を及ぼす
可能性が高い内部統制の不備

●図1 トップダウン型リスクアプローチの実践　～構造化分析手法～

●図2 ビジネスリスクチェックリストから洗い出された財務報告リスク

●図3 内部統制の評価範囲を決定する手順
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集中連載 日本版SOX法を読み解く

そこで、重要な欠陥を見過ごさな

いように「財務報告に重要な影響を

及ぼす可能性が高い内部統制」を評

価対象として選定する。その際の考

慮要素が、財務報告に対する金額的

または質的影響の重要性である（表1

参照）。

Step 1 連結財務諸表の
重要な勘定科目の選定

財務報告に対する金額的および質

的影響の重要性の観点から、いずれ

かの重要性に該当する場合には、内

部統制の評価範囲に含めることにな

る。これは、連結財務諸表において、

金額的・質的に重要な勘定科目を選定

することを意味する（表2参照）。

まず、あらかじめ決めておいた重要

と考える金額を超える勘定科目を選

定し、この金額以下でも、質的影響が

大きい場合は重要度が大きいと判断

する。勘定科目に質的重要性がある

か否かは、①ビジネスリスクと②勘定

科目そのものがもつリスクの2つの

観点から検討し判断する。なお、注

記事項はもともと重要性が高いこと

から、原則として評価範囲に含める。

重要な勘定科目を選定する際に、

金額的影響と質的影響の重要性を検

討するが、選定された勘定科目ごと

に重要度の総合判定を行う。たとえ

ば、金額的にも質的にも重要な勘定

科目は重要度を「大」と判定し、金

額的もしくは質的に重要な勘定科目

は重要度を「中」と判定する。金額

的にも質的にも重要ではない勘定科

目は評価範囲から除外される。

Step 2 連結グループの
重要な事業拠点の選定

評価範囲の決定対象となる事業拠

点は、連結グループで考え、連結財

務諸表提出会社のみならず、その子

会社や関連会社が含まれる。なお、

連結財務諸表提出会社が複数の事業

を行っている場合には、各事業単位

を評価範囲の決定対象とする（表3

参照）。

なお、期末日直前の合併や災害等、

内部統制の評価を行うことが困難な

何らかの事情がある重要な事業拠点

については、評価対象から除外するこ

とがあるが、その場合は、内部統制報

告書において評価範囲に含めなかっ

た事業拠点がある旨の記載を行う必

要がある。

企業が評価範囲の決定対象となる

複数の事業拠点を有する場合には、

各事業拠点の売上、売掛金、棚卸資産

等の重要な勘定科目の金額の高い事

業拠点から合算していき、連結ベース

の売上、売掛金、棚卸資産等の一定の

カバー率に達している事業拠点を評

価対象とする。ここで、一定のカバー

率を算出する考え方を例示する。

Step1で重要な勘定科目を選定する

際に、金額的影響の重要性と質的影

響の重要性を検討したが、選定され

た勘定科目ごとに重要性の総合判定

「大」「中」を行った。その判定結果に応

じて一定のカバー率を算出するとい

う考え方がある。

Step 3 評価対象となる業務プロセス
の洗い出し

Step 2 で選定した重要な事業拠

点における、重要な勘定科目に係る

業務プロセスは、原則として、すべ

てを評価対象とする（表4参照）。

ただし、重要な事業拠点が行う重

要な事業または業務との関連性が低

く、連結財務諸表に対する金額的、

質的影響の重要性もわずかである業

務プロセスについては、それらを評

価対象としないことができる。

今号では、連結財務諸表に対する

金額的または質的に重要な勘定科目

を選定し、カバー率を確認した上で

重要な事業拠点を選定し、これら選

定事項を統制対象とする業務プロセ

スを洗い出し、内部統制の評価範囲

として決定する。その具体的な手法

を解説した。

いよいよ、次号では、評価範囲と

して絞り込まれた業務プロセスレベ

ルの内部統制をどのように可視化・

評価するか、その具体的な手法を取

り上げる。いわゆる3点セット、①

リスク・コントロール・マトリクス

（RCM）、②業務記述書、③業務フロ

ーチャートの文書化について解説す

る。企業が、J-SOX法対応を単なる

監査をパスするためだけの「後ろ向

きの投資」ととらえるか、マネジメ

ント変革の機会、すなわち「前向き

の投資」ととらえるかにより、その

企業の将来に大きな差異が生ずる結

果になると思われる。J-SOX法への

対応を、業務プロセス改革の展望の

もとに行う「業務プロセスアプロー

チ」を紹介する。

勘定科目ごとの重要性　　　　　　　　　　重要度の総合判定
金額的にも質的にも重要　　　　　　→　　　　　　大
金額的もしくは質的に重要　　　　　→　　 中
金額的にも質的にも重要ではない　　→　　　　評価対象外

勘定科目ごとの重要性　　　　　　重要度の総合判定　　　　カバー率（例）
金額的にも質的にも重要　　　→　　　　　　大　　　　　→　　　90％
金額的もしくは質的に重要　　→　　　　　　中　　　　　→　　　80％

●表１　評価範囲を絞り込む際の考慮要素　～金額的または質的重要性～

●表2 Step 1 連結財務諸表の重要な勘定科目の選定

●表3 Step 2 連結グループの重要な事業拠点の選定

●表4 Step 3 評価対象となる業務プロセスの洗い出し



アドビ システムズは、新しい『Adobe

Acrobat 8』の開発にあたって、ユーザ

ーの声と利用方法を調査している。

『Adobe Acrobat 7』までは、いか

に簡単にPDF(Portable Document

Format)を生成するか、いかに使いや

すく閲覧するかといったユーザーニー

ズに対応して開発してきたが、1994

年にAdobe Readerが無償配布され

て以来、PDFフォーマットは企業活動

において情報伝達になくてはならない

ものとして浸透しており、今日では、次

のステップとして、作成したPDFをい

かに活用するかという段階にニーズが

移ってきている。『Adobe Acrobat

8』ファミリーは、PDFの結合や改変

といった拡張性、PDFの共有化に機

能強化が図られている。たとえば電子

署名を利用したり、フォーム機能によ

るデータの収集をするなどだ。

ユーザーが作成したPDFを単に「書

類」として蓄積するだけではなく、活用

するためにまず『Adobe Acrobat 8』

では操作性の向上がなされている。ツ

ールバーをカスタマイズできることは

もちろん、ユーザーが作成上での操作

方法についてチュートリアルで説明さ

れる「操作ガイド」が搭載された。これ

によりユーザーは操作に迷うことなく、

新しい『Adobe Acrobat 8』の機能

を存分に活用することができる。以下

では、『Adobe Acrobat 8』ファミリ

ーの特長的な機能を、５つのキーメッ

セージで紹介する。

『Adobe Acrobat 8』の特長は、

これまで以上に簡単にPDFを作成で

きるようになった点だ。Microsoft

Word、Excel、PowerPointのほか、

Outlook、Internet Explorer、

P r o j e c t、V i s i o、Acc e s s、

Publisher、さらにオートデスクの

AutoCADやLotus Notesからも、

PDF文書をワンクリックで作成でき

るようになった。※電

子メールやWebサイ

トもPDFに変換で

きるので、メールの管

理や日々更新される

Webサイトの記録に

も利用できる。

中でも特にPDF

を再編集する機能が

強化されている。過

去に作成したPDF

ファイルのコンテン

ツを利用して、修正

や追加を行いたい場

合、ワンクリックでWord文章を書

き換えることができるので、PDFの

利用価値が格段に広がった。PDFは

再編集が困難なイメージがあるが、

この変換機能を使えば、簡単に再編

集して新たなPDFが生成できる。

PDFファイルをWord形式に変換す

る精度も向上していて、PDFの活用

の幅が広がる。

※Project, Visio, AutoCAD文書のワンクリックPDF変換

は、Professoinal版のみの対応

『Adobe Acrobat 8』の新しい機能

として、複数のドキュメントをそれぞれ独

立した状態のままで、ひとつのファイル

にまとめることができる「パッケージ」機

能が搭載された。複数のPDFの結合

時に「パッケージ」を選択すると中に含ま

れるPDFファイルの独立性を保ったま

ま、複数ファイルをひとつのパッケージ

に結合することができる。個々にセキュ

リティが設定されていたり、電子署名が

あるドキュメントでも、セキュリティや電

Combine
複数のフォームも一つに結合

Create
簡単にPDFの再編集を可能にする

新しいAcrobatの
5つの価値

子署名に影響を与えることなくパッケー

ジに束ねることも可能だ。またPDF変

換時に、Excelなら必要なシートだけ、

PowerPointやWord文書なら必要な

ページだけ、Au toCADファイル

（Professional版のみ対応）なら必要

なレイヤーだけを選択して変換すること

ができるようになった。またPDFファイ

ルにまとめるといったこともできる。

このように、異なるアプリケーション

で作成されたドキュメントをひとつのプ

ラットフォームで閲覧することをより一

層容易にしている。

『Adobe Acrobat 8 Standard／

Professional』では、社内のメンバー

と共同作業を可能にする機能が加わ

った。この「共有レビュー」機能を利用

することにより、ドキュメントのレビュー

を複数メンバーで、同時進行で行うこと

ができるのだ。

PDFファイルを使って、複数のユーザ

ーと文書内容の協議を行う場合に、ユ

ーザー間で文書をレビューして、各自が

寄せたコメントを参照しながら協議を

重ねていくことができる。この「共有レ

ビュー」機能は、IT管理者の手を煩わ

せることなく利用できることがメリット

だ。ユーザーはネットワーク上の共有ス

ペースにレビューするドキュメントを保

存するだけでよく、ネットワークなどの

追加設定をすることなく、レビューの参

加者はお互いのコメントをリアルタイム

で参照することができるので、会議や

打ち合わせの効率化、省力化に貢献し

より効率的にレビューできる。

さらに、『Adobe Acrobat 8

Professional』では、これまで閲覧専

用だった『Acrobat Reader』にも、注

釈ツールや電子署名が使用できる権

限を与えられるようになっている。今

まで以上に多くのシーンでPDFを活

用できるようになっている。

『Adobe Acrobat 8 Professional』

（W i n d o w s版）には『A d o b e

LiveCycle Designer』が同梱されて

いる。『LiveCycle Designer』を使用

することで、アンケートやさまざまな

報告書、請求書などをPDFで容易にデ

ザインすることができる。

さらに、数十単位の比較的小規模な

データであれば、回収した複数のフォ

ームデータを1つのPDFに束ねて、フ

ィールドの種類別にリスト表示したり、

収集したデータをCSV、XML形式で

書き出したりすることも可能だ。

『Adobe Acrobat 8 Professional』

を使えば、文書配布からデータの回収

までを、PDFを利用して効率的に行う

ことができる。

『Adobe Acrobat 8 Elements』

は、パスワードを使用したアクセス

権の設定や、電子署名や印刷許可の

制御をサポートして、セキュリティ

機能を利用しつつ簡単にPDFの作成

が可能だ。

『Professional』の「墨消しツール」

は、PDFドキュメント上で公開したくな

い情報を閲覧者が読めないようにする

ツールだ。『Adobe Acrobat 7』では、

注釈ツールなどを利用し表面上の文字

を読めなくすることは可能だったが、デ

ータとして完全には消去されなかった。

しかし、今回の『Professional』では、

個人情報に該当する部分や機密情報

部分などを塗りつぶせば、閲覧者が読

めなくすると同時に、ドキュメントから

データそのものを消去し復元不可能

にするので、文書からの情報漏えい対

策が実現できる。

『Adobe Acrobat 8』ファミリー

は、紙文書と同様の使い勝手をPC上

で実現しているだけでなく、ネット

ワークを活かした情報共有をリアル

タイムに実現する。PDFを生成する

だけでは、それまでの業務スタイル、

業務フロー自体は大きく変化するこ

とはなかったが、『Adobe Acrobat

8』ファミリーからは5つのキーワー

ドにより、PDFの可能性を広げるこ

とでワークスタイルを変え、業務の

効率化、省力化に大きく貢献するも

のになっている。

紙文書の使い勝手のままで
Face to Faceの共有を実現

Control
情報漏えい対策に配慮した
セキュリティ機能

Collect
データ収集にフォームを活用

Collaboration
リアルタイムでレビュー

最
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最新ソリューション情報
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2005年12月にマクロメディアの買収を完了したアドビ システムズ株式
会社（以下、アドビ システムズ）は、旧マクロメディアのテクノロジーを最大
限に活かすべく、『Adobe Acrobatファミリー』のラインアップを再編成
した。新しいAdobe Acrobatファミリーは、従来までのPDFをベース
にした「ドキュメントベースソリューション」の中から、最新版の『Adobe
Acrobat 8』の新機能を紹介する。
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Adobe Acrobatファミリーの新機能が
PDFドキュメントに新たな価値を創造する アドビ システムズ株式会社

■Adobe Acrobat 8ファミリー製品

■ Adobe Acrobat 8 Professional
日本語版
PDFを幅広く活用するための高度な機能
を搭載
価格：57,540円

■ Adobe Acrobat 8 Standard
日本語版（Windows版のみ）
信頼性の高いPDFを作成し、束ねて、
より安全に共有
価格：36,540円

■ Adobe Acrobat 8 Elements
日本語版（Windows版のみ）
信頼性の高いPDFを簡単に作成
価格：未定

Adobe Acrobat 8 機能の概要 3D3D

Reader

Elements

Standard

CADファイルから3Dデータを含むPDF文書作成

Adobe Readerで保存できるPDFフォームの作成

Adobe Readerで電子署名を付与できるPDFの作成

Adobe Readerで注釈コメントを付与できるPDFの作成

Adobe LiveCycle Designer 8の同梱

共有レビュー

セキュリティポリシー付与

複数ファイルの束ね（結合、パッケージ）

PDF文書の作成

PDF文書の閲覧、印刷、検索

Pro

Adobe Readerユーザにも
より高度なPDF活用を可能
とする機能 3D

■Adobe Acrobatがもたらす5つの価値 (5C)



リューション『Virtual LSS』である。

■ 仮想化技術の適応診断から
移行作業までトータルに支援

『Virtual LSS』では、「仮想化技術適応診断サービス」と

「旧環境移行サービス」のふたつのサービスメニューを用意

している。これらは、サイオステクノロジーがこれまでLinux

アップデートサービスなどを提供して培ってきたノウハウと、

バックアップCDから仮想環境に移行するという独自のノウ

ハウを提供することによって実現している。

「仮想化技術適応診断サービス」では、既存のシステム

を仮想環境に移行できるかどうかの診断を行う。仮想環

境としては『VMware』、『Virtual Iron』、『Xen』のいずれ

かを想定している。まず、ユーザーが使用している古いシ

ステム環境がどういうものかヒアリングし、その後に、既存

のサーバのバックアップCDを作成する。そのバックアップ

CDのデータを、サイオステクノロジーが用意したハードウ

ェアと仮想環境に移行してシステムを再構築する。そして、

その仮想環境でユーザーと一緒にアプリケーションの稼動

テストを実施し、最終的に診断レポートを作成して提出す

る。その際、バックアップCDも提供されるので、災害など

が起こったときにシステムを復旧することが可能となり、

万が一のときの備えにもなる。この一連の作業の価格は、

30万円からとなっている。既存システムを使い続けられ

ることを考慮すれば、リーズナブルな価格といえるだろう。

一方、「旧環境移行サービス」は、「仮想化技術適応診断サ

ービス」を受けることが前提条件となる。そのうえで、移行

することに問題がないと診断した場合は、実際に仮想環境

へ移行するサポートを行う。もちろん、ユーザー側で独自に

仮想環境へ移行することもできるが、サイオステクノロジーが

その一連の作業をすべて代行してくれる。また、基本的な移

行作業だけでは仮想環境で稼動できないと診断した場合

は、どうすれば稼動可能か検討し、そのためのカスタマイズ

作業を含めてサイオステクノロジーがアプリケーションの調

整をしたり、ドライバーを見直したりするなどの支援をする。

しかし、どうしても既存システム環境では仮想化できないと

サイオステクノロジーが判断した場合は、全く新しいOSとア

プリケーションで、今までと同様のシステム提案も求めるこ

とが可能だ。その場合の価格は別途個別に見積りを行う。

■ 移行後の保守サービスも提供
障害時の復旧作業を支援する

サイオステクノロジーでは、仮想環境に移行したシス

テムを対象とした保守プランも用意している。サイオス

テクノロジーが構築したシステムで万一問題が生じて動

かなくなった場合は、最初に構築した状態に復旧するた

めの支援を行う。「障害復旧支援サービス」では、障害

対応・障害切り分けに関するE-mailや電話による問い合

わせに対応する。また、オンサイトサービスでは、サイ

オステクノロジーのエンジニアが障害時に訪問し、障害

原因の切り分けと復旧作業を行う。

こうしたサイオステクノロジーの一連のソリューショ

ンは不安を抱きながらも古いLinux環境でシステムを運

用するLinuxユーザーの悩みを一挙に解消する。

単純に「仮想化技術適応診断サービス」だけを受ける

より、最終的には仮想環境の移行までを全て行うことに

なると想定される。その際には、新しいハードウェアや

仮想化ソフトウェアが必要になる。あるいは、新しい

Linux OSを導入することもあり得る。そのため、販売

パートナーにとっては、仮想環境への移行に伴う、ハー

ドウェアやソフトウェアの販売収益が見込める。また、

サイオステクノロジーは今回のような他社に先駆けた独

自のソリューションを提供しているので、サイオステク

ノロジーと協業してLinuxユーザーの悩みを解消するこ

とによって顧客満足度を高め、同業他社との差別化を図

ることが可能になる。
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Open Source Solutions

■ 古いLinux OSを利用している
企業ユーザーの悩みを解消！

サイオステクノロジーでは、これまでLinuxアップデートサ

ービスというソリューションを提供してきた。これは、すでに

レッドハット社のサポートが終了した『Red Hat 6.2～9』の

ユーザーに対して、セキュリティのアップデートファイルなどを

提供するサービスだ。ところが、ハードウェアについては、ユ

ーザーが3～5年前に購入したものは当初のメーカーサポー

トが終了しているケースがほとんどだ。そのため、ユーザー

の多くは、万一ハードウェアに障害が発生した場合、現行の

システムを復旧できないのではないかという不安を抱いて

いる。また、『Red Hat Enterprise Linux V2.1』や

『MIRACLE LINUX Standard Edition V2.1』などの

比較的古いLinux OSは、今でも多くの企業で稼動してい

るが、販売開始から3年以上経っているので、新しいハード

ウェアでは動作検証されていない。実際にハードウェアベン

ダ各社は、古いLinux OSは動作検証していないことを公

表している。そのため、既存の古いLinux環境で新たにシス

テムを構築したいと思っても、現在、販売しているハードウェ

アでは動作が保証されないので、ユーザーにとっては大きな

悩みの種となっている。

そこで、古いLinuxのシステムを最新のハードウェアを使

って持続的に動かすためのアイデアとして、仮想マシンを使

う方法が注目されている。これは、既存のソフトウェア環境

をまったく変更しないで、最新のハードウェアにそのまま移

行する技術だ。新しいハードウェアに移行した後も、ユーザ

ーは今までどおりにシステムを利用できるようになり、アプ

リケーションのバージョンアップも必要ない。また、仮想マ

シン上に現行のシステムを移行すると、最新のOS環境も同

じマシン上に構築できるようになるので、新たにハードウェ

アの投資を行うことなく、最新OS上への移行テスト環境を

準備できる。仮想マシンを1台立てるだけで済むので、コス

ト的にもかなりのメリットがある。

ところが、ユーザー側で現行のシステムを仮想環境に移行

することは現実的に難しい。というのも、仮想化技術はIA

サーバの分野ではまだ浸透していないため、仮想化技術に

ついて熟知しているエンジニアが社内に少ないからだ。そ

のため、実際にどうやって移行したらいいのかわからない場

合が多い。また、現在、IAサーバ上で稼動する仮想化ソフト

ウェアはいくつかあるが、その中から自社のシステムにどれ

が適応できるのか判断しにくい。たとえ仮想化ソフトウェア

を購入しても、それがきちんと自社のシステム環境で動作す

るのか保証がない。そのため、仮想環境への移行を躊躇し

ているユーザーが多い。

こうしたLinuxユーザーが抱えている悩みを解消してほし

いとSIerや販売代理店からの要望を受けていたため、今回、

サイオステクノロジーがユーザーに代わって、実際に仮想環境

で動作可能か診断するサービスの提供を開始したのだ。そ

れが、仮想化技術を利用した旧Linuxサーバの持続稼動ソ

旧バ旧バーージジョョンのンのLinuxLinuxを最新のを最新のハハーードドウウェェアで利用でアで利用でききるる
仮想化技仮想化技術術を利を利用用しした旧た旧LinuxLinuxササーーバの持続稼動バの持続稼動ソソリリュューーシショョンン
『『Virtual Linux Sustaining SolutionVirtual Linux Sustaining Solution』』

古いサーバ

・サポート期間終了
・障害発生に不安

・動作保証なし
・持続的稼動は可能？

最新サーバ

ソフトウェアの物理的移行に不安ソフトウェアの物理的移行に不安

?

古いサーバ 最新サーバ

仮想環境の構築

サーバイメージ

■ユーザーの不安 ■仮想化ソリューション

■『Virtual LSS』によるサービスメニュー

サービスメニュー
・「仮想化技術適応診断
サービス」
・「旧環境移行サービス」

現行システム環境のヒアリング
現行システム環境のバックアップCD作成

▼
仮想化環境にてバックアップCDでシステム構築

▼
アプリケーションをテスト

▼
診断レポート作成

仮
想
化
技
術
適
応

診
断
サ
ー
ビ
ス

今でも多くの企業が古いLinux OSを利用しているが、最新のハードウェアでは動作保証されないという問題を
抱えている。その解決策としてサイオステクノロジーは、仮想化技術を利用した旧Linuxサーバの持続稼動ソリ
ューション『Virtual Linux Sustaining Solution』（以下、Virtual LSS）を10月から提供開始した。これ
により、古いLinux環境で稼動しているアプリケーションを最新のハードウェアで継続的に運用することが可能
になる。

診断で問題なし 診断で問題あり

●お詫びと訂正
vol.28の『Open Source Solutiion』におきまして、文章に誤りがありました。関係者各位にご
迷惑をおかけしましたことを深くお詫びいたしますと同時に、下記に訂正させていただきます。

Ｐ43左段2行目～10行目まで
これにより、Linuxカーネル2.6.16以降で遅延書き込み機能とビットマップ機能を実装した
新しい『md』が標準提供され、SDR-L の非同期モードと差分同期機能をカーネルの標準機能
として実現した。現時点では SUSE Enterprise Linux Server 10 (SLES10)が対応してい
る。

移行サービス実施 稼動可能にするカスタ
マイズを検討
・アプリケーションの調整
・新しいOSで同等システ
ムを提案など

旧
環
境
移
行
サ
ー
ビ
ス

※ 11月6日、テンアートニから社名を変更しました。
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コラム 業務改革・改善のためのIT活用とは

業 務 改 革 ・ 改 善 の た め の  

 IT活用とは 
 サーバ選びを見直そう

第10回

田中 亘氏
筆者のプロフィール／筆者は、IT業界で20年を超えるキャリアがあり、ライターになる前はソフトの企画・開発や販売の経験を持つ。
現在はIT系の雑誌をはじめ、産業系の新聞などでも技術解説などを執筆している。得意とするジャンルは、PCを中心にネットワーク
や通信などIT全般に渡る。2004年以降、ITという枠を超えて、デジタル家電や携帯電話関連の執筆も増えてきた。

多くの企業では、IT導入を考えるときには「目的」から製品を選ぶことが多い。財務会計のために

ERPを検討したり、営業支援のためにCRMを比較するなど、改善したい業務やビジネスのテーマ

に合わせて、まずはソリューションやアプリケーションを選ぶ。そして、どんなソフトやシステムを構

築するのかが明確になってから、具体的なサーバなどの機器選定がはじまる。このときに、予算に

しばられたり、もしくは専門家から推奨されるままの機器構成にする例が多々ある。しかし、将来

性を考えたIT投資と活用という視点でとらえ、真剣にサーバという機器選定を行うことも重要な取

り組みといえる。

スケールアウトとスケールアップ

個人が使うPCとは違い、ネットワー

クの背後で働くサーバは、一度導入し

てしまうと、3年から5年は使い続ける。

そのため、これまでは3年先5年先を

見越して、性能的に余裕のある機器を

選ぶことが多かった。また、サーバの

入れ替え案件の多くも、処理性能を高

くするため、いわゆるスケールアップ

の目的で機種選定が行われてきた。

しかし、業界ではもうひとつのサー

バ拡張の流れが注目されている。スケ

ールアウトという方法だ。これは、単体

のサーバの性能を「交換」によって増強

するのではなく、並列的にサーバを

「追加」していって、増加した負荷を分

散して性能を強化する。電車にたとえ

るならば、はじめに3両くらいで運行し

て、乗降客が増えてきたら4両5両と

増やして対応するような感覚になる。

過去のサーバ用ソフトの多くは、独

立したハードウェアの動作環境に依存

して性能を発揮するように設計されて

いたため、単にサーバを横に並べたか

らといって、処理能力が上がるわけで

はなかった。しかし、「グリッド技術」に

代表される並列処理を活用した負荷

分散アーキテクチャが進歩してきたこ

とで、スケールアウトによる性能向上

は、かなり現実的なものとなってきた。

特に、高性能なデータベースで大量の

情報を処理するようなシステム環境で

は、スケールアウトで対応できるかど

うかをはじめに検討するようになって

きた。なぜなら、スケールアップ(機器

交換)と比較すると、スケールアウトに

よる機器追加の方が、初期投資を安く

できる上に、将来的な拡張も低コスト

で済むようになるからだ。

スケールアウトを支えるサーバの
代表格がブレードサーバ

なぜ、スケールアップよりもスケー

ルアウトの方が、コストパフォーマ

ンスに優れているのか。その理由は、

対応するサーバ機器にある。通常、

スケールアップによるサーバ機器は、

単独で処理性能の高い箱になってい

る。高性能で高価なCPUを搭載し、

大容量のメモリと高速な処理回路を

搭載している。そのため、構成する

ひとつひとつの部品が高く、ハード

全体の価格も高価になる。巨木を運

搬するために、大型トラックが必要

になるようなものだ。

それに対して、スケールアウトに

対応したサーバは、あらかじめ裁断

した木材を小分けして運搬するよう

なものなので、軽トラックの台数を

増やせばいいようなもの。つまり、

低コストの部品で構成されたサーバ

でも、数で対抗することで力になる。

低コストと書くと、性能的に劣るよ

うに思われるが、実用性は十二分に

ある。むしろ反対に、数を用意する

ことで安全性を高める効果も期待で

きる。もしも、1台にトラブルが発

生しても、代替できる予備が多くな

るので、耐障害性が向上するのだ。

小型のサーバを数多く設置して、並

列処理で性能を向上させる、という目

的にとって、最適な設計になっている

モデルが、ブレードサーバと呼ばれる

機種になる。ブレードとは、刀や板を

意味する言葉だが、その名の通りに、

1台のサーバ機能を1枚のボードに集

約した設計になっている。専用のラ

ック(エンクロージャと呼ばれる)に差

し込むだけで、必要な台数分のサー

バを簡単に増設できる。また、スペー

スもとらないので、これまで箱型のサ

ーバが5台10台と転がっていたよう

なコンピュータ室に導入すれば、フ

ロアはかなりすっきりする。小さく

はじめて、負荷が増えてきたらブレー

ドサーバを追加するだけでいいので、

運用も楽で管理者の負担にもならな

い。最近では、高級モデルだけでは

なく、低価格な普及モデルも登場して

きたので、3～5年前のPCサーバを

交換する時期にきているのであれば、

価格的にも検討できる範囲にある。

こうした背景から、スケールアウトと

それに対応するブレードサーバが、専

門家の間では注目されている。そし

て、その「基盤」にあたるシステム部

分から、再構築を検討することが、将

来的なIT活用にとって重要だといわ

れているのだ。

ブレードサーバの
メリットとデメリット

いいことづくめのように紹介して

きたブレードサーバだが、まったく

問題がないわけでもない。そのひと

つは、対応するシステムの問題だ。

ハードウェア的にはスケールアウト

で性能を増強できるようになってい

ても、現実にはその増設に対応でき

るデータベースやミドルウェアなど

のシステム環境が必要になる。複数

台のサーバを複数枚のブレードサー

バに置き換えるだけでも、高い家賃

の節約にはなるが、その性能を十二

分に引き出そうとするならば、スケ

ールアウト対応のグリッド性能など

を採用する必要がある。もうひとつ

は、投資コストの問題だ。複数枚目

からの増設になると、コストパフォ

ーマンスに優れた効果を発揮できる

ブレードサーバだが、1～2枚程度の

利用では、単体の箱型サーバよりも

初期投資が高くなることが多い。特

に、一度製品を選んでしまうと、そ

れ以降のブレードサーバ増設は、エ

ンクロージャ(設置用ケース)と互換

性のある製品を使わなければならな

いので、最初の選択は慎重に行った

方がいい。

それでも、社内のITシステムをブ

レードサーバにすることは、将来的

に考えていくと利点も多い。特に、

今後も積極的なIT投資を継続してい

く成長企業の場合には、どんなソフ

トウェアやソリューションを構築す

るとしても、その基盤がブレードサ

ーバになっていると、増強や拡張の

余裕が得られる。すでに、データセ

ンターや大手企業のオープンシステ

ムなどでは、ブレードサーバの導入

が積極的に行われているが、今後は

中堅や中小企業においても、設置場

所を節約し将来的な拡張も容易且つ

低コストにするブレードサーバが、

注目されていくだろう。

ブレードサーバ サーバ 

負荷分散装置 

高スペックサーバ 

スケール 
アップ 

スケール 
アウト 

■スケールアップとスケールアウト

ブレードサーバは必要に応じて、ブレードサーバを追加していくことにより、全体としての処理性能を向上できる
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コラム 売れるショップに売れる人

秋葉原の有名量販店でマネージャをしていたとき、接客

方法は実に多彩且つ"絶対"はないということに気づきまし

た。今回は御社にもいるかもしれない、店員のタイプにつ

いて触れたいと思います。

まずは商品に相手の注意を向けさせることを重視する超

まじめ店員からご案内します。正しい商品知識をお客様に

提供することに執心し、懇切丁寧に商品に関する情報を知

らせようとします。当然ながら商品説明は要点を押さえた

もので、「あなたの説明は非常に分かりやすいですね」と感

謝されることもしばしばです。ただし、懇切丁寧がアダに

なってしまうお客様もいます。「そんなにくどくど説明しな

くても、それくらいの知識は持っている」と抗議されるの

です。「相手に適切な情報を与えようとしただけなのに…」

と相談してきた若い店員がいました。「お客様の状況を見極

めることも重要なんだよ。必要な情報だけを望む人も多い

から」と慰めました。超がつくほどまじめな人は、悩みは

じめると、とことん苦しむのでした。

つづいて優柔不断店員をご案内します。自身の判断をア

イマイにしがちな彼は、お客様から「どれがいいかね？」

と相談されても、「それはお客様のご判断ですので…」とお

茶をにごします。複数の候補からどれを購入していただき

たいという態度が示せません。あくまで判断をお客様にゆ

だねるのです。この態度で接客する店員は、高姿勢な相手

には相性の良い店員に映ります。ただし、クレームになる

ことが多くなります。こんな店員には「商品説明やアドバ

イスを求められたときの言葉も用意しておきなさい」と指

導しました。接客時間が長くなるのも優柔不断店員でした。

売場には不思議と浮き立つ店員もいました。目立ち店員

と呼べそうですが、そうした店員は待機姿勢が素晴らしく、

いつの間にか、売場中央に立ちはじめます。自然な笑顔と

快活な挨拶をします。接客機会もほかの店員より多くなり

ます。いわゆる顧客も数多く持つようになり、売上は常に

上位にいます。結構ずくめのようですが、明朗快活がマイ

ナスに作用するときもあります。あるお客様から「あの店

員さん、押しが強くて、ちょっと苦手なんだよね」とささ

やかれたことがあります。自分の接客応対能力への自信か

ら、お客様が商品を見極めている時間でも、ずかずかと足

を踏み込みます。商品を売る前に自分を売れという言葉が

ありますが、過剰になれば気の弱いお客様が近寄らなくな

ります。店員の立ち

位置は、定期的に変

えてみるべきです。

長い間固定しておく

と、売場の空気がよ

どみます。

売場に立って間も

ない店員にも、秋葉

原では接客させてい

ます。売場には売場

のルールがあります

が、規則軽視店員と

呼べる彼は、独自の判断で物事を片付けようとします。規

則軽視店員の接客を受けた人の大半は、不快な感想を抱き

ます。言葉づかいや態度も接客のうちですが、彼らは実に

個性的な接客を試みます。友達にでも話すように商品説明

をしますし、ボールペンを指でクルリと回転させたりしま

す。他の売場の管理職から「接客応対がなっていない」と

指摘されるのは、大半が彼の接客を見られてしまった場合

です。商品とは無関係のJリーグや話題となったニュースな

ども話す規則軽視店員をおもしろがるお客様もいます。規

則軽視店員は売場に立って数ヵ月もすると、「自分はこの仕

事に向いていないのでは･･･」という相談をしてきます。中

規模以上の電器店になると、個人の売上ノルマを設定しま

すが、規則軽視店員の大半は売上ノルマに遠くおよばない

成績しか残せません。成績の悪さが相談の根幹にあります。

「だまされたと思って、おはようございます、お疲れさまで

したという挨拶をきちんとするようにしてみなさい。いつ

の間にか成績がよくなるから」と指導したものです。出勤

時・退勤時の決め事を習慣にさせると、規則軽視店員の態

度が変わりはじめます。

島川 言成
パソコン黎明期から秋葉原有名店のパソコン売場でマネージャを勤め、その
後ライターに。IT関連書籍多数。日本経済新聞社では「アキハバラ文学」創生
者のひとりとして紹介される。国内の機械翻訳ソフトベンチャー企業、外資系
音声認識関連ベンチャー企業のコーポレート・マーケティング部長を歴任。現
在、マイクロソフトのサイトで「Weeklyコラム」を連載している。また自身のブ
ログ「島川言成チャンネル」(www.shimakawagensei.com)を立ち上げて
いる。セキュリティ関連ベンチャー企業のマーケティング部門取締役、ゲーム
クリエーター養成専門学校でエンターテインメント業界のマーケティング講座
も担当。

接客応対に"絶対"はないと知ろう 島川 言成 氏
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マイクロソフトが、同社のビジネス

アプリケーションブランドである

「Dynamics（ダイナミクス）」の国内第

1弾として、CRMソフト「Dynamics

CRM 3.0」を投入した。Dynamicsブラ

ンドは、4種類のERP製品とDynamics

CRM 3.0からなる製品群だ。日本では

CRM製品を先行して投入し、ERPは来年

春以降の国内投入を予定している。いず

れも、同社の主力アプリケーションであ

るExcel、Word、OutlookなどのOffice

製品、あるいはActive Directoryや

Exchange Serverとの親和性が高いこ

とを前面に打ち出して、日本市場への浸

透を図る考えだ。

「Office製品をフロントエンドのインタ

ーフェイスとして利用でき、中小企業や

部門単位で構築した顧客データ管理シス

テムや営業管理システムなどをそのまま

利用しながら、新たにCRMを導入できる。

いわば、CRMを構築することを意識せず

に、自然とCRMが導入できるのが特徴」

（マイクロソフト）という。

つまり、Dynamics CRM 3.0は、

CRMの導入に前向きな企業以外にも、自

然とCRMの導入を広げることができる製

品ともいえるのだ。言い換えれば、日本

の企業におけるCRM普及を促進する起爆

剤ともなり、ディーラーやシステムイン

テグレータにとっては、新たな市場を創

出することが期待できるともいえる。

実は、Dynamics事業のなかで、マイ

クロソフトが最も重視しているのが、パー

トナービジネスである。マイクロソフト

日本法人のダレン・ヒューストン社長は、

米国本社に勤務していた時代に、中小・中

堅企業を担当し、Dynamicsを軸にして、

北米市場における中堅・中小企業向けビジ

ネスを10%以上成長させた実績がある。

同氏は、その経験から、次のように語る。

「Dynamicsはあくまでもプラットフォ

ームである。そのプラットフォームの上

に、パートナーがソリューションを作り、

ユーザーに提供するのがDynamicsのビ

ジネスモデルである」。

今回の製品発表でも、パートナー各社

が業種別のテンプレートなどを提供し、

Dynamicsとともに販売する「拡張型」、

パートナーの製品と連携した形で製品を

提供する「連携型」、Dynamicsをエンジ

ンとして位置づけて、ソリューションを提

供する「組み込み型」の３つのパートナー

シップのパターンを用意。それぞれの分

野において、最適なパートナーと連携し

て、国内におけるDynamics普及を図る

考えを示した。

「たとえば、日本でも広く普及している

Excelは、単体で利用することも可能だが、

各種テンプレートの活用や、マクロ機能

によるカスタマイズによって、より効果

の高いシステムへと発展させることがで

きる。Dynamicsも同様の考え方をベー

スにした製品であり、パートナーのソリ

ューションとの組み合わせが、より効果

的なシステム構築につながる」（同社）と

語る。

「連携型」のなかでは、中小企業向けに

高い実績を持つ大塚商会のERPソフト

「SMILEシリーズ」が、その中核製品のひ

とつに位置づけられているのも見逃せな

い。また、マイクロソフトでは大塚商会と

のパートナーシップのほかにも、国内50

社以上のシステムインテグレータやISV

（独立系ソフトベンダー）、コンサルティン

グファームとのパートナーシップを発表

している。

「Dynamics CRMは、CRMを自然と

広げることができるとともに、パートナ

ー各社にビジネスチャンスを提供できる」

としているが、それも、Dynamicsをプラ

ットフォームと位置づけ、パートナーによ

る ソ リ ュ ー シ ョ ン 提 供 こ そ が 、

Dynamics普及の鍵になると見ているか

らだ。発表当初、CRMやERPで市場すべ

てを席巻する可能性すら指摘されていた

Dynamicsだが、実は、パートナービジネ

スを軸とした施策が基本といえる。そし

て、マイクロソフトでは、同製品によって、

「既存のCRMの概念を打ち破りたい」とも

語る。それは一言でいえば、先に触れた

ように、CRMを意識しないで導入できる

CRMという同製品の特性に尽きそうだ。

CRM先進国といわれる米国でも、

Dynamics CRMによる、CRMを意識

しないCRMの浸透が、普及の原動力にな

ったとの指摘すらある。

Dynamics CRMによって、日本の

CRM市場が大きく変革することになるの

は間違いなさそうである。
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大河原 克行氏
OOhkawara Katsuyuki

ビ ジ ネ ス ト レ ン ド 最 前 線

マイクロソフトがもたらす
日本のCRMの変化とは

大河原克行（おおかわらかつゆき）

1965年、東京都出身。IT業界の専門紙であ

る「週刊BCN（ビジネスコンピュータニュース）」

の編集長を務め、'01年10月からフリーランスジ

ャーナリストとして独立。IT産業を中心に幅広

く取材、執筆活動を続ける。現在、PCfan（毎

日コミュニケーションズ）、週刊BCN（株式会社

BCN）などで連載および定期記事を執筆中。

著書に、「松下電器変革への挑戦」（宝島社刊）、

『「作る」キヤノンを支える「売る」キヤノン』（宝

島社刊）など。




